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Ⅰ 目 的 

 名古屋市女性会館は、「女性の学習・交流・情報の拠点」として、女性の学習活動・グループ活

動の支援等を行い、女性教育の振興を図ることを目的として設けられた社会教育施設である。学習

や交流をとおして、女性が問題を解決する力を高められるように、各種の事業を展開している。 

 また、平成３年に併設された女性情報センターは、女性の生涯にわたる学習要求に応える情報の

提供や女性自らの情報の活用、発信を支援することを目的としている。 

 なお、女性情報センターの開館により、既設の婦人会館と新設の女性情報センターの総合名称を

「女性会館」とし、婦人会館部分を女性学習センターとした。 

                           女性学習センター 

 名古屋市女性会館 

                           女性情報センター 

 さらに、市民に一層親しまれる施設となるよう、女性会館の愛称を公募により「イーブネット」

とした。 

 「イーブネット…“イーブン＝平等”と“ネットワーク＝交流と連帯”の言葉を合わせたもの」 

 平成26年4月には男女平等参画推進センターが女性会館に移転し、女性教育と男女平等に係る事

業及び運営を一体的に行っている。 

また、両施設の共通愛称を公募により「イーブルなごや」とした。 

「イーブル…“イーブン＝平等”と“エイブル＝可能”を組み合わせた言葉」 

Ⅱ 建設の経緯 

１ 女性学習センタ－（旧「婦人会館」） 

昭和４８年１２月１９日  地域婦人団体、クラブ婦人団体が市会に請願（署名８万人） 

  ４９年 ２月 １日  請願、市会で採択 

  ４９年 ８月３０日  地域婦人団体、クラブ婦人団体が市長及び教育委員会へ陳情 

  ４９年１２月 ３日  婦人グル－プ・サ－クルが市長及び教育委員会へ陳情 

  ５０年 １月２９日  婦人グル－プ・サ－クル共同で婦人会館建設を市会に請願 

  ５０年 １月     名古屋市短期３か年計画を策定（婦人会館建設を計画） 

  ５０年 ４月 １日  婦人会館建設調査費を当初予算に計上（調査費３０万円） 

  ５０年１０月１３日  婦人団体・グル－プ代表を含む建設調査委員会設置 

             第１回会合、基本構想について審議 

  ５０年１２月 １日  第２回会合、施設・事業内容について審議 他都市実情調査 

  ５１年 ２月２４日  第３回会合、あるべき会館像の作成 

  ５１年 ４月 １日  ５１年度予算に実施設計費を計上（１０００万円） 

  ５１年 ７月 ７日  第４回会合、女性の要望集約を決定 

  ５１年 ７月～９月  計画案・事業案についての女性の要望、意見集約 

  ５１年 ９月      現在地に構想固まる 

             実施設計費を９月市会で補正 

  ５１年１２月     本体工事実施設計を完了 

  ５２年 ４月２０日  工事着工 

  ５３年 ７月１９日  開館 
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２ 女性情報センタ－ 

昭和６０年１０月     「婦人会館に婦人教育情報センタ－とホ－ルの建設をすすめる会」 

             発足（４団体・６９グル－プ参加） 

  ６０年１２月     「婦人会館に婦人教育情報センタ－とホ－ル建設に関する陳情書」を

             市長、教育委員会及び市会へ提出（署名５９，０００人） 

  ６１年 ８月      婦人団体代表、学識経験者を委員とする「女性教育情報センタ－建設

             調査委員会」を設置 

  ６２年 ２月     すすめる会より女性教育情報センタ－の施設構想について要望書提出

  ６３年 ３月     「女性教育情報センタ－基本構想」策定 

平成 元年 ３月     女性教育情報センタ－基本設計完了、情報システム調査実施 

   元年 ９月     実施設計完了 

   元年１２月     建設着工 

   ２年１２月     建設完了 

   ２年１２月     情報システム設計完了、運用準備 

   ３年 ５月２４日  開館 

Ⅲ 施設のあらまし 

１ 名称・位置 

   （１）名称  名古屋市女性会館 （共通愛称「イーブルなごや」） 

   （２）位置  名古屋市中区大井町７番２５号 

２ 建物の概要 

    女性学習センタ－     女性情報センタ－    合   計 

 敷地面積 

 延床面積 

 建築面積 

 構  造 

 着  工 

 竣  工 

 開  館 

 総 工 費 

     ２，２１１．０８㎡ 

      ３，４３４．１８㎡ 

     １，０４３．３９㎡ 

   鉄骨鉄筋コンクリ－ト造 

     地上３階、地下１階 

    昭和５２年４月２０日 

    昭和５３年７月１５日 

    昭和５３年７月１９日 

  ６０８，９６２，０００円 

   うち国庫補助 

   ６０，０００，０００円 

   県費補助 

   ６０，０００，０００円 

      １，１６９．２６㎡ 

   ２，３９２．４９㎡ 

        ７９１．１２㎡ 

    鉄骨鉄筋コンクリ－ト造 

     地上３階建一部４階建 

        平成元年１２月 

        平成２年１２月 

      平成３年５月２４日 

 １，０２２，０００，０００円 

  うち国庫補助 

    ８３，０００，０００円 

  県費補助 

    ７１，４００，０００円 

 ３，３８０．３４㎡ 

 ５，８２６．６７㎡ 

 １，８３４．５１㎡ 

  立体駐車場 

   ４８４．０８㎡ 

2



３ 施設の案内 

区 分       女性学習センタ－        女性情報センタ－ 

 ４ 階  同時通訳室（親子ル－ム）（３）・調光・映 

 写室・設備機械室 

 ３ 階  大会議室・中会議室・大研修室 

 第４集会室・第６研修室・第７研修室 

多目的室 

 ホ－ル 

 ２ 階  第１研修室・第２研修室・第３研修室 

第１和室・第２和室・視聴覚室・授乳室 

 生活科学研修室・小会議室 

 録音室・モニター室 

 １ 階  文化活動室・ボランティアルーム・喫茶室

 印刷コーナー・託児室・第４研修室 

 活動コーナー・図書資料室 

第５研修室・図書閲覧コーナー 

 第１集会室・第２集会室・第３集会室 

情報フロア・活動コーナー 

 地 階  機械室・電気室・ボイラ－室 

 消火用ポンプ室 

 駐車場  立体駐車場   ３２台 

 平面駐車場 

 （身障者用２台含む） 

  １７台 

   合  計   ４９台 

４ 開館時間と休館日 

 （１）開館時間 

     午前９時～午後９時（日曜・祝休日は午後５時まで） 

 （２）休館日 

     毎月第３木曜日、年末年始 
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５　部屋別一覧

部屋名 定員（人） 面積（㎡） 部屋名 定員（人） 面積（㎡）

大会議室 ４２ 97.40 ホール ３５０ 350.00

中会議室 ２４ 49.80 ステージ － 140.00

大研修室 １５０ 141.60 ロビー － 61.75

第６研修室 １２ 33.62

第７研修室 ３２ 70.25

多目的室 ３０ 76.48

第４集会室 ６３ 94.40

視聴覚室 １２６ 144.60 録音室 － 18.52

第１研修室 ５４ 70.80

第２研修室 ５４ 70.80

第３研修室 １２ 29.88

生活科学研修室 ５４ 87.00

第１和室 １８

第２和室 １５

小会議室 １２ 29.88

事務室・放送室 － 90.80 第１集会室 ３６ 51.41

第４研修室 １５ 32.00 第２集会室 ２２ 37.99

第５研修室 ８ 21.39 第３集会室 １２ 31.26

文化活動室 ５０ 117.00

託児室 － 86.96

ボランティアルーム － 29.96

図書資料室 － 163.18

３階

２階

女性学習センター 女性情報センター

97.00

１階

区 分
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Ⅳ 組織及び分掌事務 

                                   社会教育主事 １名 

                生涯学習係長      主事          ２名 

           １名            

    １名                                          

  生涯学習係分掌事務（女性会館関係) 

（１） 女性会館の事業 

（２） 女性教育の事業 

（３） 女性会館の管理等に関する合理化 

（令和3年3月31日現在） 

Ⅴ 予 算 
                                                 （単位：千円） 

事     項 令和３年度 令和２年度 増  減 

 女性会館運営費 ６４，８５８ ６４，６４２ ２１６ 

管  理  費 ６１，９７０ ６２，０１３ △４３ 

学習機会提供事業 ９３７ ６４５ ２９２ 

情報提供相談事業 １，９５１ １，９８４ △３３ 

 生涯学習部生涯学習課 

 名古屋市教育委員会事務局

 課長 
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Ⅵ 令和３年度事業計画 

１ はじめに 

令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、我々を取り巻く環境

は大きく変わり、女性に関わる課題もより顕在化した。令和３年度にかけては

東京オリンピック開催を契機に、女性や性に関わる課題が様々話題に上がった。 

誰もが、互いの人権を尊重し、責任も分かち合い、性別にかかわりなく、そ

の個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現は、21世

紀の社会における最重要課題であり、令和２年12月には、国で「第５次男女共

同参画基本計画」が閣議決定され、本市においても、令和３年３月に「名古屋

市男女平等参画基本計画2025」が策定された。 

これまでも名古屋市女性会館（以下、女性会館）は、女性教育を振興する拠

点施設として、男女共同参画社会の実現をめざし、女性の生涯にわたる学習を

推進してきた。本年度も、国・本市の上記基本計画の内容を踏まえ、女性教育

を振興する拠点施設の使命を達成していくものとする。そして、「学習の場」「交

流の場」「情報の場」を充実させ、さらなる女性のエンパワーメント（主体的

な力をつけること）や男女共同参画の視点に立った意識啓発につながる事業を

展開していく。また、平成26年度より一体的運営を行っている男女平等参画推

進センターとの連携を一層進め、実効性のある充実した事業実施に努めていく。 

２ 事業目標と具体的な事業 

※ 破線で囲まれた事業については、指定管理者が進める。

(１) 「学習の場」の提供 

女性のエンパワーメントや男女共同参画の視点に立った意識啓発につな

がる学習、また社会的性別（ジェンダー）の視点が養われる学習の機会を提

供する。 

① 主催講座・講演会の開催

ア 講座の４本柱とその内容 

女性の生き方、エンパワーメント  

女性の生き方やエンパワーメントにつながる学習、社会的性別（ジ

ェンダー）の視点が養われる学習。 

現代的課題  

人権、環境、国際理解等、女性を取り巻く今日的課題についての理

解を深めるとともに、課題解決に向けての実践的な態度を養う学習。 

社会参画  

施設ボランティアや女性リーダー等、地域社会に積極的に参画する

人材を育成する学習。 

子育て

家庭教育の充実と支援、「親学」の推進を図る学習。 
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    イ 講座・講演会の開催 

      系統的・継続的な学習機会として連続講座を開催する。 

 継続的な参加が困難な学習者や女性会館を利用したことがない学習者

等、幅広い市民を対象として、単発で行う講演会等を開催する。 

    ウ 学習サポート 

障がいのある方や子育て中の保護者等、様々な事情・状況にある方への

学習支援を行うために、講座資料やチラシ等の点訳や要約筆記、手話通訳、

託児付きの事業を実施する。 

 エ 連携 

    多様化・高度化する学習ニーズに応えるため、大学、行政機関、女性関

連施設、女性会館施設ボランティア等と積極的に連携して事業を展開する。 

    地域で活躍できるこれからの女性リーダーの育成を目的とした「なごや

女性カレッジ」を、３年度は、金城学院大学と連携して開催する。 

  オ 出前講座 

    将来を担う若者たちに、男女共同参画や社会的性別（ジェンダー）、デ

ートＤＶ等についての正しい知識や現状について学ぶ機会を提供するた

めに、名古屋市内の高等学校を対象に出前講座を実施する。   

② 託児事業 

     託児事業として、女性会館を利用する学習者、また団体・自主学習グルー

プ活動に参加する学習者を支援する「学習支援託児」を行う。 

     また、講座・講演会等のすべての主催事業において「講座託児」を行う。 

(２) 「交流の場」の提供 

女性会館で活動している団体・自主学習グループが、主体的に学び、様々

な交流ができ、かつ学習の成果を地域社会に還元することができるように支

援する。 

①  学習成果の還元 

    ア 「イーブルなごや・フェスティバル」の開催をはじめ、団体・自主学習

グループが協力して学習や交流ができ、学習の成果を地域社会に還元でき

る場を開設する。 

イ 団体・自主学習グループによる「自主学習グループ開設講座」に対して

支援する。 

ウ 「学習グループ登録」の推進や、団体・自主学習グループによる学習の

成果還元を支援する。 
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②  団体・自主学習グループの育成・支援 

ア 講座や学習終了後、さらに自主的に学習を深めていこうとする団体・自

主学習グループの育成・支援を行う。 

イ ボランティア活動やグループ活動の継続・継承・発展を支援するための

研修会を開催する。 

(３) 「情報の場」の提供 

女性のエンパワーメントや男女共同参画の意識啓発、社会的性別（ジェン

ダー）の視点を養うことにつながる情報を収集し提供する。 

①  学習相談事業 

 多様化・高度化する学習ニーズに応えるため、女性の課題解決に向けて、適

切な情報を提供するとともに、自ら情報収集し学習できるよう活動コーナーの

学習環境を整えたり、相談を受けたりする。 

② 図書資料室の運営 

 ア 女性のエンパワーメント、男女共同参画、社会的性別（ジェンダー）の視

点で、図書・資料を収集する。 

イ 図書・資料の展示、貸し出しを行う。 

また、図書・資料に関する問い合わせ対応や活用の支援を行う。 

ウ 主催事業に関連した、男女共同参画の意識啓発や女性の課題解決に向けた

テーマでの図書・資料の企画展示を行う。 

      エ 講座・講演会等で図書資料室や企画展示のガイダンスを行い、利用促進を

図る。 

③ 広報の充実 

  女性会館の事業紹介や学習情報の提供のための広報を積極的に行う。 

ア 新聞、地域誌等の広報媒体を活用した積極的な広報を行う。 

イ 講座ガイドやチラシを活用した広報を行うとともに、ホームページの充実

を図る。 

３ 施設等の提供 

「女性の学習・交流・情報の拠点」として、利用者の視点に立った快適な学習環境

の形成のために、施設・設備にかかる良好な条件整備に努め、利用促進を図る。 
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１ 主催事業のあらまし 

（１） 「学習の場」の提供事業 

①  講座の開催

・ 主催講座（なごや女性カレッジを含む）8講座開催。「メディアとジェンダーのは

なし」や「ワタシとつながる社会」などを開催した。 

・ 施設ボランティア育成事業として「託児ボランティア養成講座」を開催した。 

②  公開講座・講演会等の開催 

「絵本で伝えたいこと」「司法の世界に生きる～女性弁護士とその歩み～」など女性の

現代的課題にかかわるテーマで公開講座・講演会を8回開催した。また、デートＤＶ防止

出前講座を4回開催した。 

③  「なごや女性カレッジ」の開催 

金城学院大学と連携して「ワタシのみらいをプロデュース」をテーマに開催した。 

④  連携事業 

・ スポーツ市民局男女平等参画推進室との共催で、家事や育児等、仕事、地域活動等

の相乗効果をテーマに特別講演会「成熟社会での生き方、ワーク・ライフ・ソーシャ

ル＝ハイブリッド人生」を開催した。 

・ 主催講座については、託児の会「たんぽぽ」などの女性学習グループと連携して開

催した。 

⑤  託児事業 

  ・ 「講座・講演会託児」25回、「学習支援託児」12回等実施した。

（２） 「交流の場」の提供事業 

① 学習の成果を還元するための支援

主催講座・講演会における要約筆記、点訳資料の作成、託児付き事業などを実施した。

②  グループの育成・支援

  「託児ボランティア研修会」などを開催し、施設ボランティアの活動の継承と発展を支

援した。

（３） 「情報の場」の提供事業 

①  図書資料室の運営

女性関係専門書の収集、閲覧、貸し出しを行った。また、講座・講演会に関連した図書

を展示・貸し出しする「図書・資料の企画展示」を開催した。

②  広報の充実

名古屋市公式ウェブサイトや「生涯学習Webナビなごや」へ最新の情報を掲載した。ま

た、地域誌、各社新聞などマスコミを通じての情報提供を積極的に行った。

※ 令和2年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため令和2年4月1日から令和2年5月

31日まで臨時休館 

※ 令和2年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため前期講座・事業は中止 

 Ⅶ 令和２年度事業結果
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【具体的な事業展開】 

１ 「学習の場」提供事業 

（１） 主催講座 

「女性の生き方、エンパワーメント(Ａ)」、「現代的課題(Ｂ)」、「社会参画(Ｃ)」、「子育て(Ｄ)」

の４本柱で、年間を前期（５月～１０月）・後期（１０月～３月）の２期に分け、実施した。

※ 前期講座は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止

※ 全37回中15回託児なし

期
時

間

曜

日
講    座    名

回数 

(回) 

募集定員

(人) 

応募者 

数(人) 

学習者 

数(人) 

託児受入

数（人）

前

期

講

座

午

前

金
＜J-1＞めざせ！コミュニケーション

の達人（A）
５ ３０ － － － 

水

月

＜J-2＞【名古屋市立大学連携講座】

女性の身体に効くハナシ（A）
４ ３０ － － － 

水
＜J-3＞こころのメール～障がいのあ

る女性とともに～（A）
５ ２０ － － － 

火
＜J-4＞今のうちに学ぶ女性の終活

（B）
５ ３０ － － － 

火
＜J-5＞学びたくなる女性学～文学編

～（A）
４ ３０ － － － 

金
＜J-6＞託児ボランティア養成講座１

（C）
４ ２０ － － － 

水
＜J-7＞難聴者等支援ボランティア養

成講座１（C） 
４ ２０ － － － 

金

火

＜T-2＞イヤイヤ期の子育てに大切な

こと（D）
４ ３０ － － － 

前期 計 － － － － － － 

後

期

講

座

午

前

水

火

＜J-8＞メディアとジェンダーのはな

し（B）
５ ３０ ８ ５ １ 

火

＜J-9＞［なごや女性カレッジ］【金城

学院大学連携講座】ワタシのみらいを

プロデュース（C） 

５ ３０ ２５ １９ ２ 

金
＜J-10＞託児ボランティア養成講座

（C）
５ ２０ １６ １１ ０ 

火 ＜J-11＞ワタシとつながる社会（B） ５ ３０ ７ ５ ０ 

水
＜J-12＞グローバルに学ぶ女性と司

法の世界（B） 
４ ３０ ９ ７ ０ 

金
＜J-13＞めざせ！コミュニケーショ

ンの達人（A）
４ ２０ ３４ １４ ２ 

月

＜J-14＞小さな気付き 大きな一歩

～女性に関わる人権問題から考える

～（B） 

５ ２８ ２８ ２０ １ 

月
＜T-2＞イヤイヤ期の子育てに大切な

こと（D） 
４ ２４ ２３ ８ ７ 

後期 計 ８講座 ３７ ２１２ １５０ ８９ １３ 

主催講座計 ８講座 ３７ ２１２ １５０ ８９ １３ 

充足率 ４２．０％
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（２） 公開講座・講演会等 

※ E-8、E-12はそれぞれJ-8、J-12の第１回

※ 託児数は実際の託児の人数

※ E-1からE-5までは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

事業名 月日 テーマ 講  師
学習者 

数(人) 

託児数

(人) 

公開講座

１１月

１１日
＜E-8＞絵本で伝えたいこと

なかがわ創作えほん教

室 主宰

中川 たかこ

４８ １

１月

２０日

＜E-12＞司法の世界に生きる～

女性弁護士とその歩み～

弁護士

池田 桂子
４８ －

｢いま」を

読み解く

７月

１１日

＜E-3＞ダブルケア その時どう

する？～育児と介護がいっぺん

に～

名古屋学院大学講師

澤田 景子
－ －

９月

５日

＜E-4＞ヤジエセツルメント保育

所からのメッセージ～伊勢湾台

風 救援活動と女性の活躍～

中部学院大学准教授

平野 華織
－ －

９月

２６日

＜E-5＞人生100年 詐欺あわず

～男女ともに落語で実感～

社会人落語家

微笑亭さん太
－ －

１２月

１４日

＜E-10＞ダブルケア その時ど

うする？～育児と介護がいっぺ

んに～

名古屋学院大学講師

澤田 景子
３３ －

１月

１６日

＜E-11＞過去の地震に学ぶ こ

れからの防災・減災

名古屋大学准教授

山中 佳子
５０ －

３月

１６日

＜E-13＞女性ちんどん屋 名古

屋大須から世界へ

べんてんや

スージー
１０６ ２

なごや環境

大学共育講座

１１月

１６日

＜E-9＞水環境からみた私たちの

暮らし～都市を支える水循環シ

ステム～

名古屋工業大学准教授

吉田 奈央子
６５ －

名古屋市博物館

共催 

「特別展にみる女

性たち2020」 

５月

２６日
＜E-1＞不思議の国のアリス展

名古屋市博物館学芸員

羽柴 亜弥
－ －

１０月

１７日

＜E-7＞模様から読み解く女ごこ

ろ

名古屋市博物館学芸員

佐野 尚子
７０ ２

名古屋市美術館

共催 

「特別展にみる女

性たち2020」

６月

１０日

＜E-2＞みんなのミュシャ～美し

きアール・ヌーヴォーの女性たち

～

名古屋市美術館学芸員

中村 暁子
－ －

特別講演会
１１月

２０日

＜E-6＞成熟社会での生き方、ワ

ーク・ライフ・ソーシャル＝ハイ

ブリッド人生

NPO法人ファザーリ

ング・ジャパン理事

川島 高之

７２ １

８回 ４９２ ６
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（３） 託児事業 

※ 前期は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止 

※ 後期は託児定員を10人に減らして実施 

２ 「交流の場」提供事業 

（１）イーブルなごや・フェスティバル２０２０の開催

テーマ「つなげよう 明日へ～世代をこえて考える 私たちにできること～」

事 業 名 回数・月日 内   容
託児者・講師 

等

託児延数

(人)

講座託児 １６回

１歳以上就学前までの子の託児 託児の会

「たんぽぽ」

３９

講演会託児 ４回 ６

なごや女性

カレッジ
５回 ９

学習支援託児 １２回 １０３

託児室交流会

１０月９日

 １月８日
講座託児説明会&託児室で遊ぼう 

託児の会

「たんぽぽ」
１８

１２月３日

語ろう会

（託児利用者と託児ボランティ

アとの交流会）

託児の会

「たんぽぽ」
６

合  計 １８１

事 業 名 月  日 内  容  等 参加者数（人）

特別講演会

「成熟社会での生き方、ワ

ーク・ライフ・ソーシャル

＝ハイブリッド人生」

１１月２０日

NPO法人ファザーリング・ジャパン

理事である川島高之氏による、家事

や育児等、仕事、地域活動等の３つ

を大切にすることによる相乗効果

などについての講演

７２

実行委員会企画イベント １１月２１日

第1部 パネルディスカッション 

「今だからこそ考える 私たちに

できること」 

第2部 イーブルなごやを拠点と

するグループによる活動紹介

４７

２分の１ Ｂ紙展示

１０月２３日

～

１１月２１日

Ｂ紙の大きさを1/2にして展示

23グループの活動紹介・作品展示
１５，５３３
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（２）自主学習グループ主催講座の開設支援 

講  座  名 団 体 名 曜日 時間
回数

(回)
定員
(人)

学習者数

(人)

捨てる前の一工夫 つながれっと３Ｒ 木 午前 ３ １５ ４

演歌を楽しむ 演歌を楽しむ会 月 午前 ５ １０ １

女性作の詩歌（俳句・短歌・漢詩）

の吟詠

公益社団法人関西

吟詩文化協会 鷺

伸吟詠会 東尾張

支部

月 午後 ５ １５ ９

素敵な朗読と演芸 演芸と朗読会 土 午後 ５ １０ －

もったいないを家庭から
イーブルなごや

３ＲＬ
木 午前 ４ １５ ２

（３）研修会・交流会 

事 業 名 回数・月日 内  容 講 師 等
参加者

(人) 

託児ボランティア

研修会
５回

託児活動の確認 

講座「子どもの愛着

形成」等    

桜花学園大学非常勤講師

 木村 洋太 ほか
１０６

難聴者等支援ボラ

ンティア研修会
２回

「分かりやすいノー

トテイクの仕方」等

ＮＰＯ法人名古屋難聴

者・中途失聴者支援協会

大橋 千鶴子 ほか

４

点訳ボランティア

研修会
１２月１４日 わたしと点字

元鶴舞中央図書館

点字文庫司書

大塚 強

５

子育てグループ交

流会（子育てグル

ープ交流会共催）

２月２４日
仲間と一緒に親子で

遊ぼう♪ 

高岳児童館

鬼頭 佑輔
２７

合   計 １４２
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３ 「情報の場」提供事業 

（１）学習相談事業                            （単位：件）

（２）図書資料室の運営 

ア 利用者数等 

イ 蔵書数 

区 分 令和２年度末 令和元年度末 

図書・資料 計 ３１，１３６冊 ３０，７０１冊

 図書  ※１ ２１，３４４冊 ２１，１３３冊

 雑誌  ※２ ５，４７８冊 ５，３７７冊

 資料  ※３ ４，０４８冊 ３，９２５冊

 ＶＴＲ、ＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ ２６６個 ２６６個

  ※１ 参考図書、児童図書含む

  ※２ 「女性展望」「Ｗｅ ｌｅａｒｎ」「女たちの２１世紀」など

  ※３ 全国行政機関発行資料、団体資料、大学紀要、貴重書など。

学習

機会
施設

団体・

グルー

プ

指導者 資格
教材

（資料）

学習

プログラム
その他 合計

３５ １１ ３３ － － ４３ ４ ２７１ ３９７

事      項 令和２年度 令和元年度

貸出利用者数 ４５９人 １，０４３人

貸出利用冊数 １，１４６冊 ２，３２０冊

予約・リクエスト件数 ５２件 ４６件

新規登録者数 ５２人 １２４人
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ウ 図書・資料の企画展示実施結果 

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため令和2年4月1日から8月31日まで臨時休室 

※ 9月1日の再開に合わせて、中止した回を含めて3月まで毎月実施 

回数 開 催 期 間 テ  ー  マ 展示した図書の内容

１
９月１日～

９月３０日

グループボイス様

寄贈の絵本展示

・当施設を長年ご利用されている『グルー

プボイス』様から寄贈された55 冊の絵本

の展示

２
１０月１日～

１０月３１日
持続可能な未来のために

・持続可能な開発目標（SDGs）について

・持続可能な未来に向けてできることは何

か

・世界平和を願って活動を続ける女性たち

について

３
１１月１日～

１１月３０日
暴力について考える

・女性に関わる人権問題について

・暴力とは何かについて

・被害と加害について

４
１２月１日～

１２月２８日

コミュニケーションを楽

しもう

・家族のコミュニケーションについて

・アサーションについて

・話を聴く技術について

５
１月４日～

１月３１日
みんなで子育てを応援！

・日本における子育てについて

・思春期の心とからだについて

・子どもと遊びについて

６
２月１日～

２月２８日
キャリアデザインを学ぶ

・キャリアデザインについて

・日本人女性とキャリア

・ワークライフバランスについて

７
３月１日～

３月３１日
生きづらさについて

・女性の生きづらさと男性の生きづらさに

ついて

・ジェンダーについて

・フェミニズムについて
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４ その他 

（１）ホール機器研修会 

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため令和2年4月1日から5月31日まで臨時休館と

なったことにより、4・5月は中止 

開 催 日 参加者（人）

令和２年 ６月１１日 － 

令和２年 ７月 ９日 ２ 

令和２年 ８月１３日 ４ 

令和２年 ９月１０日 ２ 

令和２年１０月 ８日 ３ 

令和２年１１月１２日 ７ 

令和２年１２月１０日 ２ 

令和３年 １月１４日 － 

令和３年 ２月 ８日 １ 

令和３年 ３月１１日 １１ 

合   計 ３２ 
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Ⅷ 令和２年度利用状況 

１ 開館日数  ２８８日

２ 利用人数  １１７，１１５人 (令和元年度 ２３８，１７２人) 

内訳 

（１） 研修室・ホール等利用人数 

８９，８２１人 ( 令和元年度２１８，４２８人) 

区  分 女    性   男    性      計 

貸  室 

（男女平等） 
１１，６６５人 ４，１８８人 １５，８５３人

貸  室 

（女性教育） 
２７，２１１人 ５，９６２人 ３３，１７３人

貸  室 

（その他） 
２０，５４９人 １６，４７９人 ３７，０２８人

主催講座 ２，８５０人 ９１７人 ３，７６７人

計 ６２，２７５人 ２７，５４６人 ８９，８２１人

（２） その他の利用人数 

２７，２９４人 ( 令和元年度 １９，７４４人) 

室  名 女    性   男    性      計 

託 児 室   ８０５人 ２４３人   １，０４８人

ボランティアルーム  ４０３人     ５人  ４０８人

録音室・モニター室   ―   ６人   ６人

その他（※） ― ― ２５，８３２人

計   １，２０８人 ２５４人 ２７，２９４人

（※）貸室以外で行った事業及び、図書資料室・活動コーナー・情報フロアなどの利用者を計上 

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため令和 2 年 4 月 1 日から 5 月 31 日まで臨時休館
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（３）研修室・ホール等部屋別利用状況

部屋名 利用率 利用者数

件 ％ 人
４２２ ５２.０ ４,４２９

中会議室 ５０８ ６２.６ ３,２４４

小会議室 ２６２ ３２.３ １,０３２

大研修室 ４２３ ５２.４ ７,８３３

第１研修室 ４６８ ５７.７ ５,５０４

第２研修室 ４３３ ５３.４ ５,０５１

第３研修室 ３９５ ４８.７ １,５２０

第４研修室 ４１７ ５１.４ １,９１６

第５研修室 ４５２ ５５.７ １,１３２

第６研修室 ４９６ ６１.２ ２,００３

第７研修室 ５００ ６１.７ ３,７９９

第１和室 ４４８ ５５.３ １,９５０

第２和室 ２６１ ３２.２ ８９８

生活科学研修室 ３５３ ４３.５ ３,９１５

視聴覚室 ４６０ ５６.７ １０,３１３

文化活動室 ４６５ ５７.３ ４,４５８

第１集会室 ５５１ ６７.９ ４,７３４

第２集会室 ４８７ ６０.０ ３,１５２

第３集会室 ４１２ ５０.８ １,５６１

第４集会室 ４９８ ６１.４ ７,００６

多目的室 ４８７ ６０.０ ３,０３４

ホール １８５ ２２.９ １１,３３７

合　　　計 ５２.６ ８９,８２１

令和元年度合計 ７２.６ ２１８,４２８

利用件数

大会議室

１４,１０６

９,３８３
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Ⅸ 参考資料

１ 新型コロナウイルス感染症に関するイーブルなごやの対応

時 期 事 項 国・県・市の動き 

令和 2 年 

3 月 2 日 

臨時休館（～ 5 月31 日） 3 月 2 日 全名古屋市立学校(園)の

臨時休業（～ 5 月31 日） 

4 月21 日 令和 2 年度前期の生涯学習課主催

講座・事業及び自主学習グループ開

設講座の中止決定 

4 月10 日 愛知県緊急事態宣言 

（～ 5 月25 日）

4 月16 日 緊急事態宣言 

（～ 5 月14 日）

5 月20 日 「生涯学習センター及びイーブル

なごやの開館に向けたガイドライ

ン」の策定 

6 月 1 日 開館（図書資料室及び託児室（※）

を除く） 

9 月 1 日 図書資料室の利用再開 8 月 6 日 愛知県緊急事態宣言 

（～ 8 月24 日）

令和 3 年 

1 月18 日 

夜間区分の新規申し込みを20 時ま

での利用に制限。既に使用許可をし

ている者に対しては、20 時以降の活

動を自粛するよう要請（～ 2 月28

日） 

1 月14 日 緊急事態宣言 

（～ 2 月28 日）

（※ 1 月18 日～ 2 月28 日 

時短措置）

※託児室の一般利用は中止 
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令和２年 5 月 20 日 

令和 2 年 6 月 4 日改定 

令和 2 年 8 月 1 日改定 

生涯学習センター及びイーブルなごやの開館に向けたガイドライン 

１ 施設管理者が講じるべき措置 

（１） 新型コロナウイルス感染症対策専門家会議などで示されている「三つの密」を避けるための取組

の徹底 

  ア 換気の悪い密閉空間としない 

     厚生労働省が推奨する次の方法による 

     ・機械換気による方法：ビル管理法に基づく必要換気量 

（１人当り毎時 30  以上） 

     ・窓の開放による方法：換気回数を毎時２回以上（30 分に１回以上、数分程度） 

  イ 多数が集まる密集場所としない 

     入場者の制限や誘導等を行うことにより、人と人との距離を１～2ｍ程度開けるよう徹底する。

部屋の定員は２分の１とする。 

  ウ 間近で会話や発声をする密接場面としない 

     近距離で会話することや大声を出すことを避けるよう注意を促す。運動については、周囲の

人と必ず２m 以上の距離を開ける対策をとれば、運動の種類に関わらず、認められる（呼気が

激しくなるような運動はより一層距離を空けること）。 

（２） ウイルス飛沫・付着予防対策の実施 

アルコール消毒薬やアクリル板等の設置、利用者の手洗いの徹底や接触個所の消毒等の必要な

対策を実施する。 

 不特定多数の人が触れる「ドアノブ、電気スイッチ、電話」の３つのＤをはじめとする高頻度

接触部位について、除菌及び接触後の手洗いによる接触感染防止を促す取り組みを実施する。 

例）接触後の手洗いの勧奨チラシの掲出 

利用者への消毒薬を貸出し、消毒の依頼をする 

（３） 利用者の健康状態の把握等 

非接触型体温計の活用や体温等健康状態の申告等により、利用者の健康状態の把握に努め、発

熱や咳、倦怠感など体調不良時には利用の自粛を促す。 

    例）発熱時における利用自粛の広報チラシの掲出 

非接触型体温計による検温の実施案内の掲出 
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（４） 感染追跡調査を可能とするための措置の実施 

感染者の施設の利用が明らかになった場合に備え、利用者への連絡手段の確保に努める。 

     例）貸施設の使用責任者に対し連絡手段の確保を依頼する。 

       来館者自身が来館日時を記録することを促す。 

（５）施設職員の感染防止対策の実施 

    職員の健康状態を把握し、発熱や咳、倦怠感など体調不良時には職務に従事させないこととす

る。また、マスクの着用や手洗い励行等により感染予防対策を行う。 

（６） 市内保健センターとの連携 

感染者による施設利用が明らかになった場合には、速やかに各保健センターに連絡を取り、感

染追跡調査の実施に協力するとともに、各施設内の消毒作業など必要な措置について助言を受け

るものとする。 

（７） 利用の制限 

ロビー等の共用部については、十分な換気を行い椅子の数を減らすなど「三つの密」を避ける

対策を実施する。 

２ 貸施設における使用責任者（利用団体の代表者等）が講じるべき措置 

十分な感染症防止対策を講ずることを前提に再開していることを理解していただき、「１ 施設管理者

が講じるべき措置」について協力をする。 

３ 利用者にお願いする事項 

（１） できるだけ人と人の距離を開け、近距離での会話や大声を出すことを避ける。 

（２） 手洗いやうがいを励行し、常にマスクを着用するなど、ウイルスの飛沫・付着を予防する。 

（３） 発熱や咳、倦怠感など体調不良時には施設の利用を自粛する。 

（４） 感染追跡調査を可能とするため、連絡先の申告など連絡手段の確保に協力する。 

（５） 来館者自身が来館日時を記録する。 

（６） 感染者と接触した可能性がある場合には、保健センターの実施する感染追跡調査に協力する。 
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